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●ジュエリー文化史サロン 感想 
                宮坂敦子さんより 
 
 
ヨーロッパジュエリーの歴史がコンパクトに分かる、 
非常に勉強になったセミナーでした。 
 
とくに、１９世紀の項で 
「対面販売を主とする百貨店ができたことで買い物の形態が変化した。 
既製品を販売し、それを買いたいと思うお客さんに 
店へ足を運んでもらうことが大切となった。 
そのため、デザイン教育が国をあげて必要という気運になり、 
イギリス全国に工芸学校が作られるなど、 
デザイン教育が強化された」 
ということは、はじめて知ることで、たいへん勉強になりました。 
 
また、 
１５７１年、フランソワ・クーリエ作「エリザベート・ドートリッシュ」の 
肖像画は『ジュエリーの歴史』でも見たことがありましたが、 
これほど鮮明にジュエリーのディティルが描かれているとは 
知りませんでした。 
今後、ジュエリーが描かれた絵画を見るときのヒントにします。 
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